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オンライン教育課長殿


所 属・職 名：　		　　　	
　　氏　　　　名：	　　　　	　　　　


オンライン授業の学習・教育データ学術研究利用申請書

以下のとおり、学習・教育データ（以下、「データ」という。）の学術研究利用を申請します。利用にあたり、放送大学学園における情報の取扱いに関する各種規程等 １を厳守します。また、データの取扱い等に関して以下の点を理解しました。

1． 研究倫理に関して
· 別紙に掲げる情報を研究対象者等に通知又は公開し、研究が実施または継続されることについて、研究対象者が拒否できる機会を保障する方法（オプトアウト）により研究を実施すること。
· 本申請にあたり、予め放送大学研究倫理委員会による倫理審査において、当該データを用いた学術研究について承認されていること。（「研究計画（変更）審査結果通知書」の写しを添付）

2． セキュリティに関して
· データは、特定の個人を識別することが出来ない状態に加工 ２した上で暗号化機能を搭載したUSBメモリに格納して、申請者に直接手渡しされる。
· データは、暗号化された（仮想）ディスク ３にのみ、複製を許可する。ただし、コンピュータの起動中に常時利用できる状態にはせず、データ利用の都度、接続すること。
· データの利用期間終了後は、複製したデータを削除し、USBメモリを返却すること。なお、提供したデータは返却後10年間オンライン教育センターにて保存する。

3． データを用いた学術研究の成果公表に関して
· データは、システム設計・構築・運用、教材制作、教育実施など、関係者の貢献の結果として得られたものである。公表内容に関する貢献者に敬意を払い、許諾取得の必要性やオーサーシップについて検討すること。なお、貢献者の範囲などは、一般的な学術研究と同様に、研究者自身の責任で判断すること。



１  放送大学学園の保有する個人情報の管理等に関する規程（平成17年3月31日放送大学学園規程第4号）/放送大学学園情報セキュリティポリシー基本方針(令和3年6月23日情報戦略本部決定)/放送大学学園情報セキュリティポリシー対策基準(令和3年6月23日情報戦略本部改正)/放送大学学園情報セキュリティポリシー実施手順(令和3年6月23日情報戦略本部改正)
２　「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律第四章の二の規定による独立行政法人等非識別加工情報の提供に関する規則（平成29年3月31日個人情報保護委員会規則第2号）」第10条に定める基準に準じた加工
３　GEOM_ELI（FreeBSD）やLUKS（Linux）を用いた暗号化ファイルシステム、VeraCryptで作成した暗号化ボリュームなどが該当
	新　規　・　継　続（前回申請日：　　　　 年　　 月　　 日）

	１．研究題目
	

	２．研究概要
	

	３．利用データの種類
（□をチェックする。箇条書きの項目の選択は不要）
	（西暦）　　　年度　第　  学期 ～ 　　　年度　第　  学期

	
	· オンライン授業データ（科目別）
· 当該学期の履修学生（科目別）
· 教材の情報
· 教材閲覧・フォーラムへの投稿・小テストの受験などの履歴
＜科目名＞



	
	· オンライン授業データ（サイト全体）
· 当該学期の履修学生
· ログイン・ログアウトの履歴

	４．利用希望期間
（年度を超えないこと）
	（西暦）　　　 年　　 月　　～　　　　年　 　月

	５．申請者以外の利用者の所属、氏名
	

	備　　考
	



　　　　　　　　　　　　　オンライン教育課記入欄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	オンライン教育課長
	申請書受付日
	USBメモリ返却日

	


	
年　　月　　日
	年　　月　　日







年　　　月　　　日　　

お預かりしたデータは放送大学学園における情報の取扱いに関する各種規程等を厳守し、適切に管理します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 署 　　名　　

【別紙】

研究対象者等に通知または公開すべき事項


・研究対象者に通知または公開する方法
放送大学研究倫理委員会/倫理審査ウェブサイトに掲載する。

1 試料・情報の利用目的及び利用方法
研究課題名
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○に関する研究

研究の目的
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○を目的とする。

本研究の対象者
○年○月から○年○月の期間において放送大学の○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○を行った本学学生

研究方法
○○○○を用いて、○○○○を作成し、○○○○により得られたデータを用いて○○○○の検証を行う。

研究期間
202○年（令和○ 年）○月○日〜202○年（令和○年）○月○日

2 利用又は提供する試料・情報の項目
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。（特定の個人が識別できない状態に加工して使用する。）氏名、生年月日、住所などの個人を特定する情報は使用しない。

③　利用する者の範囲
研究責任者 放送大学 教授 ○○　○○
研究分担者 放送大学　教授　○○　○○

4 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名又は名称
放送大学　教授 ○○ ○○

5  研究対象者又はその代理人の求めに応じて、研究対象者が識別される試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する方法
試料・情報が当該研究に用いられることについて研究対象者もしくは研究対象者の代理人に停止を求められれば、下記の連絡先に連絡を受け、研究対象から除外する。

⑥ ⑤の研究対象者又はその代理人の求めを受け付ける方法
下記連絡先に電話またはメールにて求めを受け付ける。
担当者 責任者氏名：○○　○○ 　所属：放送大学 職名：教授
連絡先
電話番号:○○○-○○○-○○○○
メールアドレス：○○○○ @ouj.ac.jp

（備考）
※上記の明朝体箇所は記載例
※研究対象者に通知又は公開する方法として、放送大学ウェブサイト（放送大学研究倫理委員会/倫理審査）に掲載します。上記の必要事項を記載の上、総務課研究協力・産学連携係まで本別紙をご提出ください。





